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（写真）

マンション物件において、給湯器下部及び住戸内パイプス

ペースより漏水が発生。

床転がし配管から給湯器背面のパイプスペースへの立上げ

配管及び外壁貫通後から給湯器までの立上げ配管に、亀裂

が入り漏水していた。

パイプスペースの有効寸法が狭く、給湯器と配管スリーブの

位置が近かったため、【図２】のポリブテンパイプの最小曲げ半

径が確保出来ず、急激な曲げにより、ポリブテンパイプに負荷

が掛かり亀裂が入ったものと思われる。

【図１】メーカーカタログの注意事項にも記載あり。

パイプスペース壁に貫通部確認用の点検口を設け、曲がりが

急激な箇所はポリブテンパイプを切断し、コネクターエルボを

取付けた。（写真）

ポリブテンパイプを保護管で養生し、貫通部には屋外、屋内共

にシール処理を行った。

また、水圧試験を行い漏れがないことを確認した。

1. メーカーの「最小曲げ半径」の施工

基準の周知徹底を行う。（ポリブテ

ンパイプのメーカーカタログには、

給湯器下配管にはコネクターエルボを

必ず使用する事と記載あり。【図２】）

2. パイプスペースの有効寸法を計画

段階で確保する。

3. スリーブの位置を施工前に確認し

配管に余裕を持たせる。
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【図１】注意事項と参考資料
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